
１．はじめに
１－１　わが国における硬紫根染め
　603 年に制定された冠位十二階の最高位「大徳」
の冠色は濃紫（こむらさき）、次位「小徳」のそ
れは薄紫であったと考えられている。わが国では
紫色は高貴な色とされ、憧れの色であった。紫に
染める染料は、日本各地に自生し大切に栽培もされ
ていた紫

むらさき

草（ムラサキ科ムラサキ属 Lithospermum 
erythrorhizon2Siebolt et Zucc.）の根であり、染
料のほか日本薬局方の生薬に指定されている。
　この硬紫根には紫の色素シコニンが含まれてお
り、湯をかけて杵と臼で搗きつぶして抽出する。
染色方法は、被染物をまえもって椿の灰汁で媒染
したあと、抽出した薄い抽出液から濃い抽出液の
順で染色し、この媒染と染色を繰り返して徐々に
濃い色に発色させる。

　紫染めを延喜式に見ると、「深紫綾一疋（2 反
≒ 10m）紫草三十斤（約 1.8kg）酢二升（約 3.6ℓ）
灰二石（約 360ℓ）薪三百六十斤（21.6kg）ただ
し（　）内は筆者記入」とあり、灰を灰汁にして
媒染を重ねて染色するが、灰汁はまたアルカリで
あるため、アルカリ性に傾くと青味の紫になるの
で、酢（酸）を加えて赤味を補っていた。古代紫、
京紫、江戸紫などがその代表格である。この紫根
染めについては黒田チカのシコニンの研究 1）以来
多くの先行研究 2），3）などがある。
　しかし、化学染料が登場し、簡便で再現性よく
安定した染色が可能になる中、紫草は栽培されな
くなり、自生できる自然環境も変化し、絶滅危惧
種レッドデータブック IB に指定されるに至った。
紫草の復活を目指し、熱心に取り組んでいる人々
もいる。しかし、発芽率が極めて低くウィルスな
どに弱いため株を増やすのは困難である。さらに
現在では観賞用に中国から近縁種が輸入され、ム
ラサキとして流通している。そのためわが国のム
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　軟紫根を使用し、きもの（絹 100％白生地一反：三丈物約 13m、四丈物約 16 ～ 17m）
を染めることを目的に実験的検討をおこなった。試料には市販の軟紫根、媒染剤は酢酸ア
ルミニウム、試験布は国産絹 100％縮緬風紬、有機溶剤はエタノール、エチルセロソルブ、
メタノール、ベンゼンを用いた。溶剤、抽出温度、時間を 80 通りの組み合わせとして抽
出液の吸光スペクトルを比較した。エタノール 100％、5℃、24 時間の浸漬抽出液の吸光
度が最も高かった。実用的にはエタノール 100％、常温（20 ± 3℃）24 時間が適する。酢
酸アルミニウム先媒染後の染色布は色の三属性を求め、アルカリ添加によりやや赤味がか
ることを確認した。目視ではアルカリ無添加で輝くような濃紫色が得られた。実用的な
10 種類の染色堅ろう度試験の結果、汗に弱く、耐光堅ろう度も 3 級未満であったが、他
は全て高い堅ろう度を示した。高濃度のエタノールやアルカリにより風合いは幾分低下し
た。
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ラサキとの交雑により純正種は危機にさらされて
いる。
　今日染色用に硬紫根を入手することは極めて困
難である。

１－２　現在使用している軟紫根
　染料店で販売している紫根は、ほとんどが近縁
種ある中国産軟紫根であり、これを用いるのが一
般的である。軟紫根は硬紫根に比べシコニンの含
有量が少ない。このため、シコニンを特に多く含
んでいる優秀な軟紫根でなければ、硬紫根のよう
な温水抽出で濃い紫色を染めることは容易ではな
い。

図 1　（－）-シコニンの構造式

　一方シコニンは有機溶剤には溶けやすく、水に
は溶けにくい（図 1 参照）。その性質を利用して
シコニン含有量の少ない軟紫根を用いて染色する
方法として、有機溶剤を用いて抽出する方法があ
る。従来はエチルセロソルブ（H3C－CH2 －O－

（CH2）2 －OH）を使用してきたが、肝臓、腎臓を
侵す毒性があり、引火点が 44℃であることから
危険性もあるため、工芸染色に用いるのには安全
性に大きな問題があることがわかった。
　しかし、抽出用の有機溶剤について使い勝手の
よさ、抽出性のよさ、発色の違いなどを比較した
実用的な先行研究は少ない。
　そこで適する安全な溶剤と抽出条件および染色
条件を見出すことを目的として実験に取り組み、
その結果、ある程度の知見を得たので報告する。
なお、安全性に問題がある溶剤も含め、まず抽出
性能について調べた。

２．方法
２－１　抽出用有機溶剤の検討
１）試料

　抽出用有機溶剤はエタノール、エチルセロソル
ブ（エチレングリコールモノエチルエーテル）、
メタノール、ベンゼンを使用し、すべて試薬 1 級
（和光純薬工業）をそのまま用いた。染料は軟紫
根（中国製　田中直染料店）を 2 ～ 3cm の長さ
に切って用いた。媒染剤：酢酸アルミニウム（田
中直染料店）、炭酸ナトリウム（試薬 1 級　（守隨
彦太郎商店）を使用し、試験布は国産絹 100％ 10
号縮緬風紬（糸密度 24 × 34 本／ cm2、厚さ
0.245mm、重さ 1.65g ／ 10cm × 10cm）を用い、
使用水はイオン交換水を使用した。
　本報告における実験には、すべて上記の試料を
使用した。
２）実験方法
　紫根と有機溶剤の浴比は 1：10 とした。溶剤の
液温は、5℃、15℃、25℃、35℃とし、抽出時間
は 24h、48h、72h、96h、120h とした。なお、各
有機溶剤はそのまま使用し抽出方法は浸漬とし
た。経過時間後抽出液を採取して分光光度計で吸
光度を測定した。

２－２　エタノール濃度による抽出の影響
１）試料
　浸漬抽出用の有機溶剤には試薬 1 級のエタノー
ル（99.5）をそのまま使用した。
２）実験方法
　2－１の実験結果、試薬 1級のエタノール（99.5）
をそのまま使用し、抽出浴比 1：10、抽出温度 5℃、
24h の抽出条件が最適であることを確認した（図
2 参照）。しかし実際にきものを染める場合を考
えると、抽出温度は常温に設定した方が作業負担
は軽い。そこで、ここでは常温（20 ± 3℃）とし
て実験をおこなった。またエタノールは安全性、
経済性、絹の風合い劣化の観点から少しでも濃度
が低い方が望ましいので、エタノール濃度を下記
の濃度にして実験をおこなった
　なお、本報文中では便宜上、エタノール（99.5）：
イオン交換水＝ 100：0 をエタノール 100％、エ
タノール（99.5）：イオン交換水＝ 80：20をエタノー
ル 80％、エタノール（99.5）：イオン交換水＝
60：40 をエタノール 60％、エタノール（99.5）：
イオン交換水＝ 50：50 をエタノール 50％、エタ
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ノール（99.5）：イオン交換水＝ 0：100 をエタノー
ル 0％と表した。浸漬抽出時間は 24h とした。

２－３　抽出時間による抽出液の濃度
１）試料
　エタノール濃度は 2 － 2 の実験結果により最も
評価が高かった濃度を用いた。
２）実験方法
　浸漬抽出時間は 18h、24h、48h、72h、96h、
120h とし、各経過時間後、抽出液を採取して分
光光度計で吸光度を測定し、常温（20 ± 3℃）で
最も吸光度の高い浸漬抽出時間を求めた。

2－ 4　媒染条件
1）試料
　2－ 1の 1）に示した。
2）実験方法
　媒染剤は酢酸アルミニウムを 20％ owf 用いた。
浴比は 1：40、温度は常温（20 ± 3℃）、先媒染 1
時間 30 分とした。はじめの 30 分は手を休めずム
ラにならないように繰り続け、残りの時間も気を
休めずにゆっくり繰り続けた。イオン交換水で軽
く水洗した。

2－ 5　染色条件
　実験 2 － 1、2 － 2、2 － 3 の結果から適する抽
出条件（エタノール 100％、常温、4日間浸漬抽出）
で、得られた抽出液を用いた。浴比は 1：100（試
験布：染色液）とした。染色液 A は抽出液：イ
オン交換水：エタノール 50％＝ 15.5％ :15.5％：
69.0％、染色液Bは抽出液：イオン交換水：エタノー
ル 50％＝ 7.75％ :7.75％：84.5％、染色液Cは抽出
液：イオン交換水：エタノール 50％＝ 5.2％：5.2％：
89.6％、染色液 D は抽出液：イオン交換水：エタ
ノール 50％＝ 2.6％：2.6％：94.8％で調整した。
染色温度は 50℃、染色時間は 1 時間とし、あら
かじめ温湯に十分浸漬して置いた試験布を用い、
手を休めず繰り続けた。特に初めの 30 分は丁寧
に繰った。残りの時間もゆっくり繰り続けた。
　染色後は媒染剤とシコニンを安定させるために
イオン交換水に一昼夜浸漬させ、脱水後エタノー
ル 100％でアルミと結合していない色素を洗い落

とす目的で、色が出なくなるまで洗った。イオン
交換水で水洗いし、乾燥させた。

２－６　浸透剤添加による染色ムラの防止効果
　浸透・均染剤としてロート油と高級アルコール
系界面活性剤を使用した。媒染前の前処理剤とし
て浴比 1:100（試験布：エタノール 50％）、温度
50℃のエタノール 50％に 10％ owf のロート油あ
るいは高級アルコール系界面活性剤を加え、よく
溶解して媒染前の前処理剤とした。
　また、染色時の染色液にも同様のロート油と高
級アルコール系界面活性剤を添加して、その効果
を乾燥後蒸気仕上げした後で目視により評価し
た。

２－７　染色後のアルカリ処理による発色の違い
　2 － 5 の通り染色し乾燥前の試験布を 50％ owf
の炭酸ナトリウム水溶液に 10 分間繰りながら浸
漬し、あとはイオン交換水で十分水洗し、乾燥後
蒸気仕上げをおこない、目視により評価した。

２－８　ろ紙によるシコニン昇華試験
　染色布をろ紙にはさみアイロンで加熱した。染
着していないシコニンが残存している場合、熱で
昇華してろ紙が紫色になる。

３．評価方法
　抽出液はデジタルビーム分光光度計 UW －
210A（島津製作所）を用い、各抽出液を一定に
希釈して吸光度を測定した。
　染色布の色には測色色差コンピュータ（日本電
色工業 ZE-200）を用いて X、Y、Z を測定し、
CIE 色度図上に表すために xと yを算出し色の三
属性を求めた。
　染色ムラについては目視で観察し、風合いにつ
いては手触りと目視で判定した。
　また、きものに必要と思われる染色堅ろう度は
JIS 法に準拠して 10 種類の堅牢度試験をおこなっ
た。試験項目は、①カーボンアーク橙光に対する
染色堅ろう度試験、②洗濯に対する染色堅ろう度
試験、③熱湯に対する染堅ろう度試験、④水に対
する染色堅ろう度試験、⑤汗に対する染色堅ろう
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度試験、⑥摩擦に対する染色堅ろう度試験、⑦ホッ
トプレッシングに対する染色堅ろう度試験、⑧水
滴下に対する染色堅ろう度試験、⑨ドライクリー
ニングに対する染色堅ろう度試験、⑩有機溶剤に
対する染色堅ろう度試験である。
　なお、染色布上のシコニンの簡易昇華実験は目
視で判定した。

４．結果
４－１　各抽出溶剤の抽出温度と時間による吸光度
　各有機溶剤 4 種類について、各々抽出温度 4 水
準、浸漬抽出時間 5 水準を組み合わせて抽出液を
求め、一定に希釈して分光光度計を用いスペクト
ルを求めた。その中から溶剤ごとに吸光度が最も
高い結果であった抽出温度、抽出時間条件を図 2
に示す。

図 2　有機溶剤による軟紫根抽出液の吸光度

　吸光度が高い各有機溶剤の抽出条件は、高い順
にエタノールは 5℃・24h（図 2 の実線）、エチル
セロソルブは 15℃・120h（図 2の破線）、メタノー
ルは 5℃・72h（図 2 の 1 点破線）、ベンゼンは
15℃・24h（図 2 の点線）であった。エタノール、
エチルセロソルブ、メタノールの吸光度の極大値
は概ね 490nm、525nm、565nm であり、最大吸
収波長は概ね 525nm であった。ベンゼンの極大
値は 485nm、517nm、563nm で最大吸収波長は
517nmであった。
　そこで、毒性、引火性のあるメチルセロソルブ
と、毒性のあるメタノールおよび引火性が大きく
水に難溶で麻酔作用のあるベンゼンを選択肢から
はずした。今回の 4 種類の中で最も吸光度が高

かったエタノールは、任意の割合で水に溶解し、
他の有機溶剤にも可溶で、60％以下の濃度では消
防法にも触れず、通常は毒性の問題も少ないこと
から、紫根の抽出溶剤としてエタノールを選択した。

４－２　エタノール濃度による抽出の影響
　図3は400nm～800nmの可視光域でのエタノー
ル濃度 100％、80％、60％、50％、0％での浸漬
抽出液の吸光スペクトルを測定した結果である。

図 3　エタノール濃度による軟紫根抽出液の吸光度

　吸光度の高い順はエタノール 100％、80％、
60％、50％、0％であった。エタノール 100％と
80％では最大吸収波長が 525nm であり、極大値
も共に 490nm、565nmであった。しかしエタノー
ル 60％と 50％では上記の波形と大きく異なり、
400nm~650nm あたりまでの吸光度はほとんど変
わりなく平坦であった。エタノール 60％は強い
て言えば 525nm にやや最大吸収波長らしきもの
が認められたが、エタノール 50％でははっきり
した極大値は認められなかった。また、0％（イ
オン交換水のみ）はこの浸漬抽出法で色素の抽出
は困難であることが分かった。これは軟紫根の色
素シコニンは図 1 に示す通り有機溶剤には可溶
で、水にはほとんど不溶な親油性物質あるためで
ある。
　以上の結果からから、抽出用のエタノールの最
適濃度は 100％と判断した。　　　　　

４－３　抽出時間による抽出液の濃度
　試薬 1 級品のエタノール（99.5）をそのまま抽
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出溶剤とし、浸漬時間を 18 時間～ 120 時間まで
の 6 条件として吸光度を測定した結果を図 4 に示
す。
　6 条件共に極大吸収波長、最大吸収波長は等し
かった。この中で最も吸光度が高かったのは 96
時間浸漬抽出した抽出液であった。次に 24 時間、
72 時間であり両者には大きな差異は認められな
かった。

図 4　�100％エタノールを用いた軟紫根の抽出時間に
よる吸光度

　このことから、最適抽出時間は、常温（20 ± 3℃）
でエタノール 100％の場合 96 時間（4 日間）が最
適であることが分かった。しかし、時間に余裕の
ない場合は 24 時間の浸漬でも大きな差はないこ
とも確認できた。
　今回の実験結果からは、吸光度と抽出時間に相
関が認められなかった。この原因を明らかにする
のには、今回の実験のみでは不足である。しかし、
恐らく色素は軟紫紺中からエタノール中に溶出
し、さらに軟紫根に再吸収されることを繰り返し
ているのではないかと推測される。

４－４　媒染条件と染色条件
　染色液①は抽出液：イオン交換水：エタノール
50％＝ 2.6％：2.6％：94.8％、染色液②は抽出液：
イオン交換水：エタノール 50％＝ 5.2％：5.2％：
89.6％、染色液③は抽出液：イオン交換水：エタ
ノー 50％＝ 7.75％ :7.75％：84.5％、染色液④は抽
出 液： イ オ ン 交 換 水： エ タ ノ ー ル 50 ％ ＝
15.5％ :15.5％：69.0％、で調整し、先媒染後染色

をおこなった。
　その結果、染色布④は濃色に、染色布③は中色
に染めることが出来たのでこの 2 つの濃度を用い
て今後の検討をおこなうことにした。

４－５　浸透剤添加による染色ムラの防止効果
　3 － 4 の染色液 2 種類を用い、ロート油と高級
アルコール系界面活性剤の染色ムラ防止効果を目
視で比較したところ、高級アルコール系界面活性
剤の染色ムラ防止効果の方がロート油より幾分優
れていることが分かった。先媒染の場合は後媒染
や中媒染および同浴媒染に比較して、媒染剤のム
ラ染めがその後の染色によって顕著に表れやすい
ため、媒染時間を長くし温度も低温でおこなった
が、やはりムラは避けられなかった。これに対応
する手段として浸透剤の添加をおこなったとこ
ろ、その効果が認められ、界面活性剤の効果がや
や大きいことが分かった。今後の実験には染めム
ラ防止の目的で界面活性剤の添加を行うことにし
た。

４－６　染色後のアルカリ処理による発色の違い
　炭酸ナトリウムによるアルカリ処理をしなかっ
た染色布 A（抽出液：イオン交換水：エタノール
50％＝ 7.75％ :7.75％：84.5％）、同じく染色布B（抽
出液：イオン交換水：エタノール 50％＝ 15.5％：
15.5％：69.0％）に対し、アルカリ添加のみ異なり、
あとの媒染・染色条件は等しい染色布 C、染色布
D を測色色差コンピュータで三刺激値 X、Y、Z
を測定し、Y、x、zを算出し CIE 色度図上にプロッ
トして色の三属性を求めた結果を表 1 に示す。

表1　軟紫根染色布のアルカリ処理の影響（色の三属性）

アルカリ無添加 アルカリ添加
A B C D

Y値（%）
（明度） 20.81 13.07 19.60 11.85

刺激純度（%）
（彩度） 29 41 22 35

主波長（nm）
（色相） 559.4 557.5 565.5 563.2
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図 5　CIE 色度図上にプロットした軟紫根染色布

図 6　CIE クロマトシティダイヤグラム 4）

　Y 値（％）は明度を表すので数値が大きいほど
明るい。アルカリ無添加の A と B を比較すると
抽出液の濃度が高い B の方が明らかに明度は低
かった。アルカリ添加の C と D は、A と B と同
様に抽出液の割合が高いBの方が明度は明らかに
低かった。アルカリ無添加とアルカリ添加を比較

すると、アルカリ添加の染色布の方が明度は低い
結果となった。　
　刺激純度（％）は彩度を表すので、中心が色味
のない白色点（0％）で、数値が大きいほど彩度
の高い鮮やかな色であり馬蹄型のスペクトル曲線
上が刺激純度100％で最も彩度の高いことを示す。
アルカリ無添加とアルカリ添加の染色布では彩度
は明度とは逆に、アルカリ無添加の方がアルカリ
添加の染色布より明らかに彩度が高く鮮やかな色
であり、アルカリ添加では彩度が低いことから色
味が薄いことが分かった。馬蹄形の下の直線で y
＝ 0 の部分は青味の多い紫であり、反対方向にな
るほど赤味が増す。図 5 から青味の多い紫は C、
D の順になり、比較的赤味の多い紫は B、A の順
になった。
　すなわち、アルカリを添加することで紫の色相
はやや青味を帯びる（C、D）ことが分かった。
　この時の媒染剤は水に溶解しやすい酸性の酢酸
アルミニウムを使用した。薬品を使わない場合は
灰汁を使用すると液性はアルカリ性となる。濃い
灰汁の液性は pH13 にもなる。したがって従来か
ら使われている灰汁で媒染すれば、染色液は赤紫
色に発色する。酸性に傾けるために酢酸などを加
えると青紫色の染色布が得られる。
　今回は酸性の媒染液を使用したため、アルカリ
処理なしに染色すれば青味がかった紫の染色布が
得られた訳である。これに炭酸ナトリウムをアル
カリ剤に用いてアルカリ処理をおこなったのであ
るから、染色布は赤味を帯びた紫に発色した。し
たがって、1 － 1 で述べた「灰汁はまたアルカリ
であるため、アルカリ性に傾くと青味の紫になる
ので、酢（酸）を加えて赤味を補っていた。」と
は矛盾しない。

４－７　染色布上のシコニンの簡易昇華実試験
　染色布 A、B、C、D についてシコニンの昇華
現象は認められなかった。したがって繊維上に
残っているシコニンは存在しなかったことがわ
かった。すなわち十分な水洗が出来たといえる。

４－８　染色布の染色堅ろう度
　結果をまとめて表 2 に示す。添付白布の汚染性

‒ 38 ‒
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については第 1 添付白布に絹、第 2 添付白布に木
綿を使って試験をおこなったが、上記 2 種類の級
値がどの項目の試験でも等しかったため、表には
まとめて「汚染」と示した。
　染色布の変退色では汗に対して抵抗性が低く、
酸性でもアルカリ性でも低い結果であった。また、
耐光堅ろう度も 3 級未満と低く、直射日光を避け
る必要があることが分かった。その他は最高位の
5 級ないし４－５級であり、優秀な堅ろう度を示
した。
　染色布の変退色では汗に対して抵抗性が低く、
酸性でもアルカリ性でも低い結果であった。また、
耐光堅ろう度も 3 級未満と低く、直射日光を避け
る必要があることが分かった。その他は最高位の
5 級ないし 4 － 5 級であり、優秀な堅ろう度を示
した。
　きものとして着用する場合、日光を避け、汗が
直接きものに接触しないように汗取りの肌襦袢な
どで汗が着物に移らないように工夫し、半衿はき
ものの後ろ衿から控え過ぎないように着装するこ
とで対応する必要があろう。

４－９　風合い
　原布を基準にして染色布 A から染色布 D の風
合いを目視と手触りで評価した結果、どれも絹特
有のぬめりや艶が低下した。特にアルカリ処理を
おこなった染色布 C と D は若干のゴワツキを感
じた。艶は高濃度のエタノールに晒されて、本来
保持している若干の油分まで除去してしまったこ
とと、エタノールはタンパク質を硬化させるため
繊維が劣化したためではないかと考えた。また、
アルカリ処理による絹のゴワツキについて、元来
タンパク質繊維はアルカリ液に弱いので、色味を
変えるために媒染液と染色液の両方に炭酸ナトリ
ウムを使ったこと自体を反省すべきではないかと
考える。染色液のみの添加か、染色後に後処理と
して必要最低限の液性のアルカリで短時間処理を
行う方が望ましい。

５．まとめ
　軟紫根を用いた紫根染めについて次の知見を得
た。

染色布 A は、抽出液：イオン交換水：50％エタノール

＝15.5％:15.5％：69.0％
染色布 B は、抽出液：イオン交換水：50％エタノール

＝7.75％:7.75％：84.5％
染色布 C は、抽出液：イオン交換水：50％エタノール

＝15.5％:15.5％：69.0％、

炭酸ナトリウム 50％owf を添加

染色布 D は、抽出液：イオン交換水：50％エタノール

＝7.75％:7.75％：84.5％、

炭酸ナトリウム 50％owf を添加

試験項

目

染色布の

変退色
アルカリ無添加 アルカリ添加

添付白布

の汚染
A B C D 

カーボ

ンアーク

橙光

変退色
3 級

未満

3 級

未満

3 級

未満

3 級

未満

洗濯（石

けん）

変退色 4 級 4 級 4 級 4 級

汚染 4-5級 4-5級 4-5級 4-5級

洗濯（中

性洗剤）

変退色 5 級 5 級 4-5級 4-5 級

汚染 5 級 5 級 4-5級 4-5級

熱湯
変退色 4-5級 4-5級 4-5級 4-5級

汚染 4-5級 4-5級 4-5級 4-5級

水
変退色 4-5級 4-5級 4 級 4 級

汚染 4-5級 4-5級 4-5級 4-5級

汗

（酸性）

変退色 1-2級 2 級 2 級 2 級

汚染 4-5級 4-5級 4-5級 4-5級

汗

（アルカ

リ性）

変退色 1-2級 2 級 1-2級 1 級

汚染 4-5級 4-5級 4-5級 4-5級

摩擦

（乾燥）
汚染 4-5級 4-5級 4-5級 4-5級

摩擦

（湿潤）
汚染 4-5級 4 級 4-5級 3-4級

ホットプ

レッシ

ン

変退色 5 級 5 級 5 級 5 級

汚染 5 級 5 級 5 級 5 級

水滴

下
変退色 4-5級 4-5級 4-5級 4-5級

ドライクリ

ーニン

グ

変退色 5 級 5 級 5 級 5 級

汚染 5 級 5 級 5 級 5 級

有機溶

剤

変退色 4-5級 4-5級 4-5級 4-5級

汚染 5 級 5 級 5 級 5 級

表 2　�軟紫根染めの抽出による染色布の染色堅ろう度
試験結果
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① 抽出用有機溶剤として吸光度が高い各有機溶剤
の抽出条件は、高い順にエタノール 5℃・24h、
エチルセロソルブは 15℃・120h、メタノール
は 5℃・72h、ベンゼンは 15℃・24h であった。
エタノール、エチルセロソルブ、メタノールの
吸光度の極大値は概 490nm、525nm、565nm
であり、最大吸収波長は概ね 525nm であった。
ベンゼンの極大値は 485nm、517nm、563nm
で最大吸収波長は 517nmであった。

② 毒性・危険性が低く、任意の割合で水に溶解す
るエタノールを抽出溶剤として適していると判
断した。

③ エタノールが常温（20 ± 3℃）の場合、浸漬抽
出条件は 96 時間（4 日間）が最適であった。
しかし、時間に余裕のない場合は 24 時間の浸
漬でも大きな差はないことも確認できた。

④ 紫根染めは酢酸アルミニウムによる先媒染で染
色する。先媒染では染色布はムラになりやすい。
そこでムラ染め防止のため、ロート油と高級ア
ルコール系界面活性剤を使用したところ、高級
アルコール系界面活性剤に効果が認められた。

⑤ 高級アルコール系界面活性剤の添加は浸透剤と
して働き、染色ムラを防ぐ効果が認められた。

⑥ 炭酸ナトリウムを使ったアルカリ処理は、アルカリ
処理をしない紫の染色布（主波長 565.5nm）に
幾分かの青味（559.4nm）を付けることができた。

⑦ 染色布 A、B、C、D についてシコニンの昇華
現象は認められなかった。したがって繊維上に
は繊維と未染着の色素は残存していないことが
わかった。

⑧ きものとして必要と考えられる 10 種類の染色
堅ろう度試験を行った結果（表 2 参照）、汗に

対する堅牢度が 1 級から 2 級で極端に低く、ア
ルカリ性汗にも酸性汗にも変退色しやすくまた
耐光堅ろう度も 3 級未満と低かった。しかし、
その他は最高位の 5 級ないし 4-5 級であり優秀
な堅ろう度を示した。きものとして着用する場
合いは日光を避け、汗が直接きものに接触しな
いように汗取りの肌襦袢などで汗が着物に移ら
ないようにし、半衿はきものの後ろ衿から控え
過ぎないように着装することで対応する必要が
あろう。

⑨ 高濃度のエタノールに繰り返し晒された絹布
は、絹独特のぬめり・艶をやや損なった。アル
カリ処理した染色布はややゴワツキが感じられ
た。

　本実験にご協力くださいました長谷川由美子さ
ん、根本多美子さんに厚く御礼申し上げます。
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